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制定日： 2008年4月20日

改定日：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　環 境 経 営 方 針

＜環境理念＞
株式会社ベストプランニングシステムは企業活動の全域で
　　　　　環境との調和に取り組み、資源循環型経済社会の実現に貢献します。

＜環境保全への行動指針＞
1.コンプライアンス
　　当社は、該当法令・政令並びに規制を順守します。
2.人材育成
　　当社は、社員及びスタッフ全員に環境負荷軽減に関する教育を実施し、
    環境に貢献する人材を育成し、環境保全の実現を目指します。
3.安全作業
　　当社は、業務に関する全ての作業を安全第一で行います。
４・温室効果ガス削減
　　当社は、産業廃棄物の収集運搬並びに処理業務の効率化を図り、水使用量
     の削減、燃料の消費量を抑えＣＯ²削減を実行します。
5.飲料容器のリサイクル
　　当社は、使用済み飲料容器の選別を行い、高品質の金属資源・樹脂資源を
    生産します。
6.廃棄ＯＡ機器・電気製品のリサイクル
　　当社は、使用済み廃棄ＯＡ機器・電気製品の破砕選別を行い希少金属資源・
    樹脂資源を生産します。
7.環境物品の調達
　　当社は、業務に係わる物品等の調達にあたり、環境に配慮した製品の購入を
     推進します。
8.定期的見直し
　　当社は、環境経営目標・目的を設定し、それらを実現させる手順を確立・維持
し、
     定期的に経営層による見直しを行います。
9.公開
　　環境経営方針は、全社員スタッフに内容を周知徹底するとともに、顧客並びに
    協力業者へ積極的に開示します。また、一般の方々の求めに応じて公開します。

2015年6月30日

代表取締役

3



□取組対象組織・活動 更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社ベストプランニングシステム

代表取締役　藤井　恵理奈

（２） 所在地

本　　　社 京都府城陽市久世荒内１６０番地２

本社工場 京都府城陽市久世荒内１６０番地１他２筆

洗車場 京都府城陽市寺田南堤下７４番地１

駐車場 京都府城陽市久世荒内１６６番地１

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　 環境管理室長 新井　誠 TEL：0774-55-9516

担当者 環境事務局 　　新井　孝史 TEL：0774-55-9516

（４） 事業内容

産業廃棄物の収集運搬並びに中間処理、特定計量器による計量（質量）の証明

（５） 事業の規模

法人設立 1989年9月21日

資本金 万円

売上高 万円

名 名 無人 無人

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

ｔ

ｔ うち再資源化量 ｔ

ｔ

ｔ うち再資源化量 ｔ

着脱式コンテナ専用車 台

軽車両 台

回転式フォークリフト 台

バケット式フォークリフト 台

クランプ式フォークリフト 台

油圧式ショベル 台

合計 台

主要設備

台数 備考

二軸剪断式破砕機 基

磁力選別機 基

基

保管施設

㎡ ｍ

㎡ ｍ

㎡ ｍ

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社ベストプランニングシステム

対象事業所： 本社

本社工場

洗車場

駐車場

活動：産業廃棄物の収集運搬並びに中間処理、特定計量器による計量（質量）の証明

1

処理能力 20.0t/日

12

車種 台数

保管上限 備考

211.68

1

中間処理量 1,342

最終処分量 0

9 10

受託した産業廃棄物の処理量

延べ床面積　　　 141.9

1

5,639

4,087

1,000

447,336

本社 本社工場 洗車場 駐車場

従業員　　　　　

2,659 180

2

1

中間処理後の産廃の処分量 5,639

2022年4月1日

名称

備　　考
7

処理能力 4.73t/日

1

収集運搬量 8,062

1,206

1

選別（８品目）

名称 保管面積

75.6 2.36

2.36

破砕（７品目）
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□実施体制図及び役割・責任・権限表 更新日：

（認証登録範囲） 代表者

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

環境管理 責任者

環境事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境に関する内部監査の実施・報告

・環境に関する内部監査の計画

・自部門における環境経営方針の周知

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・試行・訓練を実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
部門長

内部監査チーム

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

全従業員

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・代表者による全体の評価と見直し・指示

・環境活動の実績集計

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境管理責任者の補佐、の事務局

環境管理責任者

・環境経営レポートの承認

2022年4月1日

藤井　恵理奈

業務部 営業部 総務部 洗車場 駐車場

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境管理責任者を任命

役割・責任・権限

・実施体制を構築し、各自の役割、責任及び権限を定め、全従業員へ周知する

新井　誠

新井　孝史

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境経営に関する統括責任

・環境経営方針の策定・見直し

・環境経営レポートの確認

環境事務局

代表者（社長）

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
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□許可の内容

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

ば
い
じ
ん

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　産業廃棄物処分許可の内容

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ガ

ラ

ス

・

コ

ン

ク

リ
ー

ト

・

陶

器

く

ず

が
れ
き
類

金
属
く
ず

ゴ
ム
く
ず

動
植
物
性
残
さ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　計量証明事業許可の内容

許可の区域 許可番号 許可の年月日

京都府 第226号

□廃棄物処理フロー

2012年3月5日

2027年12月17日

許可年月日 許可有効年月日

許可有効年月日

第02700002282号

奈良県 2012年12月18日

大阪府 2011年8月15日 2026年8月16日

廃棄物の種類

京都府 第02600002282号 2012年3月5日 2027年1月20日

2012年11月27日 2026年11月26日

第02900002282号

滋賀県 第02501002282号

許可区域 許可番号

第02620002282号

選別

破砕

2027年1月20日

事業の範囲

中間処理

許可区域

京都府

2013年3月14日 2028年3月13日

2012年3月5日 2027年1月20日

兵庫県

許可番号

1993年11月1日

許可年月日

廃棄物の種類

第02803002282号

（社外処理）

有価物

（木くず）

選別・破砕作業

破砕処理施設

（がれき類）

選別作業

中間処理

（社内）

（社外処理）

（社外処理）

（動植物性残さ）

選別作業

（ゴムくず）

破砕作業

（紙くず）

選別・破砕作業

不適物最終処分

有価物

（社外処理）

焼却処理施設

（社外処理）

不適物最終処分

（繊維くず）

選別・破砕作業

（社外処理）

産業廃棄物

中間処理

計量 選別・破砕作業

（プラ類）

（金属くず）

選別・破砕作業

(ガラスコンクリ陶磁器)

選別・破砕作業

収集運搬

産業廃棄物 計量
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□主な環境負荷の実績

単位

kg-CO2

トン

トン

トン

トン

トン

トン

㎥

＊化学物質の取扱はありません

□受託、または受領した廃棄物、再生資源等の処理量
(ⅰ)収集運搬

(ⅱ)中間処理

(ⅲ)最終処分

(ⅳ)中間処理後の産業廃棄物

小計

合計

ｔ

ｔ

廃プラスチック類・
金属くず・ガラスく
ず及び陶磁器くず･木
くず・動植物性残
さ・紙くず

破砕・選別 ｔ 4087.1
再資源
化

最終処
分

中間処
理後の
産業廃
棄物

4087.1

5638.9

合計 ｔ 0

処理方法等 単位 処分量等廃棄物の種類

廃棄物の種類 処理方法等

ｔ 1551.8

単位 処分量処理方法等廃棄物の種類

ｔ

ｔ 237

うち再
資源化
等

中間処理（Ｂ）

廃プラスチック類 ｔ 3,546

破砕・選別

小計

小計

合計

ｔ 1,342

ｔ 5,639

金属くず・紙くず 破砕・選別 ｔ 1,342

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ 22

8,062

79

処理量

合計 ｔ

ｔ

動植物性残さ ｔ

ｔ 4,297

ガラスくず及び陶磁器くず ｔ 435

単位

木くず

単位 処理量等

廃プラスチック類・
ガラスくず及び陶磁
器くず

収集運搬量

5,428

2,098

306

185

1

10

単位

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

11

1

処理方法等

廃棄物排出量

二酸化炭素総排出量

受託中間処理量

廃棄物の種類

汚泥

廃油

動植物性残さ

廃電池

廃蛍光灯

破砕・選別

廃棄物の種類

廃プラスチック類

金属くず

ガラスくず及び陶磁器くず

木くず

6,520

281,946 277,324

5,927 5,640

受託最終処分量

5,942

0.7

受託収集運搬量 4,368

0.6

0 0

5,941 5,926 5,639

282

2022年

238,858

5,639

8,062

　産業廃棄物排出量

水使用量

項　目 2020年 2021年

0

5,937 5,926

　一般廃棄物排出量 0.7

774 837

※二酸化炭素調整後排出係数は、関西電力2019年度の0.318kg-CO2/kWhを2024年まで固定します
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□環境経営目標及びその実績

-

〇

〇

〇

〇

□環境経営計画の取組結果とその評価

数値目標：○達成　△目標105％以内　×未達成

電力による二酸化炭素削減

自動車燃料による二酸化炭素削減

一般廃棄物の削減

受託廃棄物のリサイクル率の向上

上記二酸化炭素排出量合計
基準年度比 100% 97% 93.3% 96% 95%

基準年度比 100% 97% 93.3%

二酸化炭素排出量百万
円原単位

kg-CO2/百万円 761.0 761.0 710.2 730.5 722.9

96% 95%
〇

〇

✕
158%

〇

kg-CO2/百万円

kg-CO2

基準年度比

基準年度比

kg-CO2

837

347

509

126.1

4,228

電気の売上高原単位

ｋWh

100%

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目 （目標）

622.7

93.2%

〇

263,854

4,059

1,823 1,768 1,158

kg-CO2

591.5

447

〇

130,623

〇

2024年

41,975

95%

〇

環境に配慮した収集運
搬

㎥ 530

数値目標

基準年度比

96%基準年度比

34,910

133,373 109,779 131,998

42,413

2023年

43,724

（目標） （実績）

基準値

96%96% 84%基準年度比

（2019基準年)

0.357

売上高 百万円

総CO2の売上高原単位 kg-CO2/百万円 761.0 738.1 534.0 730.5

0.346 0.300

137,498

取組結果とその評価、次年度の取組内容

・裏紙の再使用

〇
1年を通して燃料の使用量を削減と目標達成できた
収集ルートの見直しと効率的な配車業務の成果が出たと考
える

・アイドリングストップ

数値目標

・工場重機の効率的な使用

〇

・リサイクル先の開拓 ○

95%

250,541

0.343

504

96%100%

514

96%

100%

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2

2022年

41,538

受託廃棄物のリサイク
ル率の向上

一般廃棄物の削減

215,901

100%

201,260

78.0

209,424

軽油の売上高原単位

96%

238,858 253,300

597.8

97% 79.8%

評
価

t

kg-CO2/百万円

207,265

722.9

119.8

0.343

83,683 81,172 78,008 80,335 79,499

- -

121.1

（目標）

122.3

336

○

・作業工程の効率化

1,731

96%

3,897

95%

100% 97%

行動目標（次項による）

○

205,106

95%

604.0 449.9

255,939

97%

達成状況

○

達成状況

取組結果とその評価、次年度の取組内容

１年を通して、目標値を大幅に下回る電力削減が出来た
アフターコロナを見据えて、適正な電力量の管理が今後の
課題である

1,750

水道水の削減

システム導入で年々紙の使用量が減っていると考えられる
引き続き使用量の削減に取り組む

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標

数値目標

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

・シュレッダー廃紙のリサイクル化 ○

○

・社内ＣＯＯＬ ＢＩＺ ○

・不要照明の消灯

4,102

97%

2,687

63.6%

回収時の客先分別や洗浄などのご協力もいただきながら
リサイクル率の向上を達成できた
80％台を目指してリサイクルに特化した中間処理を目指す

○

○

・排出先の分別徹底の依頼

・選別の徹底

70% 71%

○

・分別の徹底 ○

〇

ガソリンの売上高原単位 kg-CO2/百万円 12.2 11.8 6.0 11.7 11.6

－% 69% 71% 〇

ガソリンによる二酸化
炭素削減

軽油による二酸化炭素
削減

L

L
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水道水の削減

環境に配慮した収集運搬

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

建設リサイクル法

特定施設の事前届出、騒音基準の順守

□緊急事態対応訓練

緊急事態の想定： 火災を想定した消防訓練の実施
■実施日： ■実施場所：

■実施したもの：

■内容： □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

□代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

①社内連絡と消防署への通報方法の確認、②消火器の扱い方の確認、③避難・誘導経路の確認を実施

手順書の変更の必要性

廃棄物処理法

適用される法規制

2022年12月2日 本社

■参加者：総務部、営業部、営業事務課、業務部
・火災発生時の対応方法の確認

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。
環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

騒音規制法

振動規制法 特定施設の事前届出、振動基準の順守

フロン排出抑制法 登録回収業者による適切な回収、業務用エアコンの簡易点検、記録の保存

○

数値目標 ✕

・汚した場合は清掃を行う

・節水シールの貼り付けとポスター掲示 △

・積み込み時に騒音を立てない ○

環境に配慮する運搬業務は意識出来てきた

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

○

・休憩時等の停車時はアイドリングストッ
プ

○

・積み忘れをしない ○

2023年6月30日＊赤字部を追記しました

　今年度も新型コロナ感染症の影響により、経済活動についても配慮をする年となりました。
　まず、CO2削減については、引き続きコロナ禍により時短等で業務縮小したことと、継続した働き方改革に伴う
残業削減を行い照明器具の使用削減による省エネ化により使用量削減できた。使用燃料についてはコースの見直し
や効率的な配車業務を続けることにより燃料使用量が減少した部分もあり、エコドライブ教育による車輌の燃料使
用量削減による省エネ化も引き続きすすめていく。
　２０２２年度も継続して経営指針発表会を実施した。会社の方針・計画を役職者を中心に全社員に波及し、より
強固な経営基盤をつくり、安定した企業活動を目的として会社を維持発展させ、社会的責任を果たしていくため、
引き続き継続して方針の浸透をいたします。
　また、工場の遮熱塗料屋外塗装工事を実施し、場内温度を5℃ほど下げることができ、従業員がより快適に業務
に当たる環境が出来た。
　また、今年度は清掃活動や地元の産業まつりへの開催と参加が復活できた。コロナ過での閉塞的な社会から時代
は変わりつつある中で継続して環境意識・社会貢献意識を広めていく。２０２３年度は、アフターコロナを見据え
て、適切な燃料や電力の管理および生産性の向上による利益の拡大を達成したい。水使用量について環境経営目
標、環境経営計画の見直しを行う。なお、実施体制に変更はない。

取組結果とその評価、次年度の取組内容

再資源化の実施義務

目標を大きく上回る結果となった→高圧洗浄機の購入によ
る上水を使用しての施設清掃と新設花壇の散水に上水を使
用したことが原因と考えられる
花壇や洗浄用水使用について実態に基づいた目標設定を
検討する

・節水シールの貼り付けとポスター掲示

達成状況

△

・効率の良い洗車

収集運搬業、中間処理業、産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス、廃油等）

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

水質汚濁防止法 油水分離槽の設置、事故時の措置
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□これまでの環境活動の紹介

①第９回　ラブラブクリーン大作戦 の開催
開催日時：2022年4月20日（水）　1部 9：00～　2部 16：00～　2部構成　※各部 約30分
場所：京都府城陽市久世荒内160番地12
実施内容：当社周辺道路　　　　　　　　　
　　夫婦、親子、友達等、仲の良い者同士で当社の周辺道路の清掃活動（ごみ拾い）を行う。
　　地元の方々とのコミュニケーションを図り、地域に根付いた企業活動を行う事を目的とする。
開催概要：参加者　約　50名
　　未だコロナが予断を許さない状況が続いておりご家族や社外をお招きするような形ではなく、
社員のみでの実施。
協賛：取引先企業 等

　　

②第４１回 JOYO産業まつり の参加
開催日時：2022年11月3日（祝）　10：00～16：00
開催場所：京都府城陽市寺田今堀1　文化パルク城陽
実施内容：ナカタニグループ　共同出展ブース
　　缶、瓶、ペットボトルのリサイクル事例紹介
　　発泡スチロール減容機を使った処理のパネル展示
　　持参して頂いた資源ゴミと記念品の交換
　　環境に係わるクイズに答えてエコ商品をゲット等
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